
2018 EASTICA セミナー「シルクロード記録遺産：保護とアクセス向上」 

（2018 年 11 月 6 日～7 日） 

 

セッション1： 

シルクロード記録遺産への

アクセスと保存 

「ユネスコにおけるシルクロード及び香料の道の歴史」 

伊藤美沙子氏（ユネスコ・アジア太平洋地域局） 

「シルクロードと元代のセム族」 

張帆氏（北京大学） 

「シルクロード発掘で発見された歴史的記録について」 

朱玉麒氏（北京大学） 

「マカオにおけるシルクロード記録遺産」 

楊開莉氏（マカオ文献情報学会） 

「ユネスコ『世界の記憶』について」 

レイ・エドモンドソン氏（「世界の記憶」アジア太平洋地域委員会

（以下、「MOWCAP」という）） 

「『東洋文庫所蔵』貴重書デジタルアーカイブの構築とシルクロード

遺跡の再発見」 

西村陽子氏（東洋大学） 

「海洋シルクロード記録遺産の研究とアクセス―福建省の僑批記録の

場合」 

馬俊凡氏（福建省档案局） 

セッション2： 

国・地域別報告 

「明清時代のアーカイブズ資料における『一帯一路』の歴史的記述に

ついて」 

中国第一歴史档案館 

「政府档案処所蔵の海洋シルクロード貿易関連資料の紹介」 

香港特別行政区政府档案処 

「資料の保護とアクセス向上―国立公文書館の取組」 

日本国立公文書館 

「韓国における記録管理のイノベーションについて」 

韓国国家記録院 

「シルクロード文献遺産の保護と利用―漢文文書に係る共同事業の

経験」 

マカオ档案館 

「モンゴル国立公文書管理局所蔵の『茶葉の道』関連資料の紹介」 

モンゴル国立公文書管理局 



セッション3： 

シルクロード遺産に関する

地域協力と補完的取組 

「方法論の統合：記録遺産と文化遺産保護のための国際的枠組み」 

リチャード・エンゲルハート氏（MOWCAP） 

「橋を架ける：文化間対話の観点から見た記録遺産へのアクセス向上」 

ロータル・ヨルダン氏（ユネスコ『世界の記憶』国際諮問委員会

教育研究小委員会） 

「北東ベンガル湾における海洋交流に関するアーカイブズ資源調査」 

ジャック・ライダー氏（フランス国立極東学院） 

「シルクロード及び『香料の道』記録遺産の保存とアクセスのための

協力枠組としてのMOWCAP」 

アンドリュー・ヘンダーソン氏（MOWCAP） 

 

 


